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＊＊＊ わかば支援学校のセンター的機能について ＊＊＊ 
本校のセンター的機能では、知的障害や発達障害など、気になるお子さんを対象に次のような支援ができます。 

必要に応じて御活用下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊外部専門家の活用＊＊ 

今年度も本校には、外部専門家として、心理士と言語聴覚士の専門家が配置されています。訪問支援などで

活用することができます。訪問支援をご希望の際にも、本校コーディネーターがお子さんの様子を一度見せて

いただき、必要に応じて専門家の活用について検討させていただいています。ご相談などありましたらご連絡

下さい。 

教育相談・学校見学・体験学習・研修支援の申し込みについて 

① 本校へ電話、FAXまたはメールでご連絡下さい。（電話は5時までにお願いします。） 

② 不在の場合やFAX、メールの場合は、折り返し電話で連絡をします。連絡のとれる電話番号をお知らせ下さい。 

学校見学 
 ○本校の様子を見学できます。特別支援学校の生活や学習
について知ることができます。 

教育相談 
 ○お子さんの気がかりな点や、お悩みの点についてお話を
お聞きし、助言や情報提供を行います。 

○本校への就学や進学を希望される本人や保護者のニーズ

を把握し、本校入学後の支援につなげます。 
訪問支援 

○幼稚園・保育園・小学校・中学校・高等学校等を訪問し

て、お子さんの様子を観察し、支援方法などについて先生

方と一緒に検討します。 

研修支援 
 ○幼稚園・保育園・小学校・中学校・高等学校等に出向い
て、特別支援教育に関する研修会のお手伝いをします。 

体験学習 
○特別支援学校の授業に参加し、学習の体験ができます。 

＊体験学習を行うことで、特別支援学校の様子を実感して

いただき、進路選択に役立てて下さい。 

ごあいさつ 

季節はずれの雪が桜に降り積もり、寒いけれどとても美しい景色を見ることができた4月の始まりでした。入学式

や始業式を終え、子供たちは新しい生活をスタートさせています。子供たちは、新しい生活の中で、どのような姿を

見せているでしょうか。環境が変わり、戸惑っているお子さんもいるかもしれません。私たちにとってはほんのわず

かな変化でも、自分の居場所を失ったような大きな不安を感じてしまう子供たちもいるのではないでしょうか。学校

は、社会で生活していくために必要な知識や技術を学ぶ場です。しかし、心と体が弱っていては、学びたいという意

欲も芽生えてきません。安心して日常生活や学校生活を送ることが、なにより大切と考えます。 

通級指導教室や特別支援学級の増設、スクールカウンセラーの配置等、特別な支援を必要とする子供たちを支援す

る仕組みは少しずつ整えられてきています。特別支援学校のセンター的機能も特別な支援を必要とする子供たちを支

援する仕組みの一つです。特別支援学校では、子供の実態をどうとらえるか、授業づくりで大切にすることは何か等

について日頃から学び合い、専門性の向上に努めています。その専門性を生かして、地域の子供たちや学校のお役に

立てるような取り組みを進めています。子供たちが、学校生活の中で生き生きと活動できるためにはどうしたらよい

のかを、お子さん、保護者の皆様、先生方と一緒に考えていきます。不安なことやお困りのことがありましたら、本

校の地域支援部にご相談ください。共に子供たちの成長を支えていきましょう。 

校長 柳澤 縁 
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様式１＊「特別支援学校のセンター的機能の発揮に係る職員の派遣について」 

様式２＊「相談票」・・・記入例を参考にしてください。本校ホームページに様式があります。 

※校内委員会を行い、外部支援の必要性を検討してください。また、保護者の承諾を得てください。 

オープンスクールは、本校の教育を見て知っていただく機会であるとともに、就学や進学に向けての情報収集

としても良い機会です。オープンスクールの学校見学や授業体験会の参加を通して、早い段階から進路を考える

機会として活用して下さい。詳しくは、5、６月に出されるそれぞれの案内をご覧下さい。参加希望のある方は

申し込みをお願いします。 

ｓｙ【 小学部見学会】小学校入学前のお子さんの保護者向け 

日時：6月1８日 火曜日 （午前中）  

※小学部の授業のみの公開 

〈受付〉9:30～9:40 （玄関） 

 〈授業見学・学校説明等〉9:４0～1１:５0 

お 【 オープンスクール  】小学部・中学部・高等部の教育に関心のある方向け 

日時：７月４日 木曜日（午前中） 

※全校の授業を公開 

 〈受付〉9:２0～9:４0 （玄関） 

 〈授業見学・学校説明等〉9:４０～11:３0 

 〈教育相談会〉午後 

【  各学部授業体験会  】※学校見学を済ませた方が対象です 
小学部・・・8月２日 金曜日（午前） 対象：年長の幼児 

高等部・・・8月２日 金曜日（午前） 対象：中学3年生 

中学部・・・9月１２日 木曜日・9月２６日 木曜日・１０月１０日 木曜日・10月1７日 木曜日 

      （４日間とも午後）    対象：小学6年生 

電話やメールにて訪問支援を要請 

・相談したい内容を伝えていただいた上で、本校の校内

で検討します。日程調整はその後行います。 

 

特別支援学校のセンター的機能では、支援地域の学校等の派遣要請に応じて訪問し、指導内容や方法等に

ついて、先生方と共に検討したり、助言したりすることができます。 

在籍校の校内委員会で対象児童生徒の状況を共通確認したり、情報の整理をしたりして、

支援方法を学校内で十分に検討する。 

市町教育委員会へ報告 

＊報告の方法は教育委員会によって違います。

確認してください。 

校内委員会で十分に検討した上で 

「特別支援学校のセンター的機能を

使おう」 

市町教育委員会 

中北教育事務所 

派遣文書（様式１＊）の写しを送付 

それぞれへ 

わかば支援学校 

当日の日程計画 

１～２時間程度の行動観察の後、相談の時間を

設定してください。 

訪問支援の実施 

 

派遣文書（様式１*）と相談票（様式２*）の作成 

 →わかば支援学校に送付してください 

実施日の決定 

お電話は午後５時までにお願いします。 

訪問支援の流れ 
 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=&url=https://piclike.net/ornament/1661.html&psig=AOvVaw0Y3T2A003KozRHoUxdNHFu&ust=1554341219671385
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=&url=https://piclike.net/ornament/1661.html&psig=AOvVaw0Y3T2A003KozRHoUxdNHFu&ust=1554341219671385
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来年度、特別支援学校への就学や進学を検討している場合には、下の表を参考にして準備を進めて下さい。 

小学校・中学校段階は義務教育ですので、市町の教育委員会との相談が必要です。それと同時に、候補の学校を実際に見たり

体験学習をしたりして、お子さんに合った学校を検討していただくことをおすすめします。小学校の担任の先生も進路指導と

して教育相談や学校見学等に関わっていただけると、保護者も心強くなると思います。 

高等部は義務教育ではありませんので、入学者選抜検査があります。進路選択には本人の希望がとても重要です。本人・保

護者が納得した上で受験していただくために、教育相談や体験学習がとても大切です。 

【小学部・中学部への就学・転学についての流れ】＊時期は目安です。  

時期 就学候補の学校 教育委員会関係 本校関連（今年度） 

1学期  

 

＊１学期中に行うことを 

おすすめします。 

 

 

    早めに相談しましょう。 

【6月18日 火曜日】 
小学部見学会 
(小学部入学前のお子さんを持つ
保護者対象。小学部の授業を公
開) 
 
【7月4日 木曜日】 
オープンスクール 
(本校の教育に関心のある方対
象。小学部・中学部・高等部の授
業を公開) 
 
【8月2日 金曜日】 
小学部授業体験会 
 
【9･10月】 
中学部授業体験会 
 
＊個別の学校見学もできますの
で、事前に連絡をください。 

    

２学期 ＊１０月の上旬 

までに終えましょう。 

 

   

 

１０月末頃 

  

就学・転学先について最終確認 
→書類の提出 

 

12月末 

 （地区教育支援委員会） 
（県教育支援委員会） 

1月末までに  保護者に就学通知 

２月   １日入学（子ども）・入学準備に向け

ての説明会（保護者） 

 

【本校高等部受験までの流れ】＊時期は目安です。  

時期 流れ その他 

１学期   本校は、知的障害のあるお子さんの

ための学校です。 

    

    

８月    

２学期    

 

 

  

 

 

１２月上旬  

 

  

２月    

３月上旬    

３月中旬    

就学・進学に向けて 

～ 

特別支援学校や特別支援学級の見学 市町教育委員会との就学相談 

体験学習 

総合教育センターでの教育相談 

（諸検査の実施）     

就学・転学先の検討 

見学と教育相談 

体験学習・高等部説明会 

教育相談（保護者） 
教育相談（担任） 

高等部入学者選抜検査説明会 

願書の提出 

願書の提出 

入学許可予定者発表→一日入学 

オープンスクール 
（7月4日 木曜日） 

＊午後は教育相談があります。他の高等学校

もあわせて検討している方は、是非受けて下

さい。 

＊随時、個別の学校見学も受け付けています。 

＊出願に必要な書類の説明･配布 

＊高等部授業体験会 
     （8月2日 金曜日） 

＊本人は授業体験を行います。教員･保護者向

けに高等部説明会を行います。 

 

＊必要に応じて、個別の体験学習も受け入れます。 

本校高等部の受験をお考えの方

は、山梨教育委員会より、６月

に出される「高等部入学者選抜

の基本事項」をご確認下さい。 

＊進路先の選択では、本人

の希望がとても重要です。

本人とよく相談して決め

て下さい。 

桃花台学園等、他の高等学校も

あわせて検討している場合も、

ぜひ本校の学校見学や授業体験

を行って下さい。 
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 山梨県立わかば支援学校 

〒400－0226 南アルプス市有野３３４６－３ 

        ＴＥＬ：０５５－２８５－１７５０ 

     ＦＡＸ：０５５－２８５－５８２７ 

        担 当： 地域支援部  ( 丸山 なつ江  市川 祐喜子   武井 明子   原 満登里 )  

【ＵＲＬ】ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｋａｉ.ｅｄ.ｊｐ/ｗａｋａｂａ/ 

【Ｅ－Ｍａｉｌ】ｓｈｉｅｎ＠ｗａｋａｂａｙ.ｋａｉ.eｄ. ｊｐ 

平成３０年度 高等部卒業生の進路状況 

平成３０年度の高等部卒業生の進路先は、一般企業が９名、福祉事業所等が２５名となりました。一般企業では、製造業と

販売・サービス業への就職が大きな割合を占めました。県内では、農福連携という視点で、農業生産分野での障害者雇用の取

り組みも活発化してきています。 

また、福祉事業所へ進路を決めた生徒については、進路相談会や現場実習を通して生徒一人一人の特性を伝えながら、支援

ポイントを共有することで、安定して卒業後の生活へと移行することができました。総合支援法における計画相談員の存在も

定着してきており、社会へ移行するこの時期に大きな役割を果たして頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わかばちゃん「ちょっと聞いてくりょ～し」コーナーでは、特別支援教育関連の情報提供や本校の様子など、皆さんのお役に立

てるような情報をお伝えしていきたいと思っています。また、質問にもお答えします。質問がある方は、わかばちゃん「ちょっと

聞いてくりょ～し」コーナーまでＦＡＸをお送り下さい。 

「インクルーシブ教育システムにおいて必要とされること」   

インクルーシブ教育では、「障害のある者が一般的な教育制度から排除されないこと」「自己の生活する地域において初等中等教育の機会

が与えられること」「個人に必要な「合理的配慮」が提供されること」「連続性のある『多様な学びの場』を用意すること」等が必要とされ

ています。 

多様な学びの場とは  

就労移行 就労継続Ａ型 就労継続Ｂ型 自立訓練 生活介護
15人 0人 3人 2人 5人

施設入所 グループホーム

9人 0人 1人 3人 1人

福祉事業所

一般就労 進学
その他

（委託相談）

住まいの場

【進路別統計】

就労移行 就労継続Ａ型 就労継続Ｂ型 自立訓練 生活介護

15人 0人 3人 2人 5人

施設入所 グループホーム

9人 0人 1人 ３人 1人

＊生活介護と就労継続Ｂ型の併用（1名）

福祉事業所

住まいの場

平成30年度　高等部卒業生の進路状況

その他
（委託相談）

進学一般就労

【進路別統計】

就労移行 就労継続Ａ型 就労継続Ｂ型 自立訓練 生活介護

15人 0人 3人 2人 5人

施設入所 グループホーム

9人 0人 1人 ３人 1人

＊生活介護と就労継続Ｂ型の併用（1名）

福祉事業所

住まいの場

平成30年度　高等部卒業生の進路状況

その他
（委託相談）

進学一般就労

【進路別統計】

就労移行 就労継続Ａ型 就労継続Ｂ型 自立訓練 生活介護

15人 0人 3人 2人 5人

施設入所 グループホーム

9人 0人 1人 ３人 1人

＊生活介護と就労継続Ｂ型の併用（1名）

福祉事業所

住まいの場

平成30年度　高等部卒業生の進路状況

その他
（委託相談）

進学一般就労


